（様式３）
事業の内容
下記の質問に関しては、協議会としての状況・意見をご回答ください。
	協議会名
	○○○○○○

	事業管理者（企業・団体名／
所属部署名／責任者名）
	○○○○株式会社
○○○○部　　　　　○○　○○

	１．応募の理由
（応募理由を下記から選択してください。またその他の理由がありましたら自由記入欄にわかりやすく記載してください。）
※該当するものに○を記入、複数回答可。
　（　） 電子商取引の導入関して何から検討をして良いかわからない。
　（　） 電子商取引導入後のイメージがわからない。
　（　） 電子商取引導入後の効果の測定予測の方法がわからない。
　（　） 社内へのアプローチポイントがわからない。
・その他：（自由記入欄）
　
　
　


	２．以前導入検討を行った際の課題・問題点等
（以前にＣＩ－ＮＥＴ等電子商取引の導入検討の実績がある場合には、実際の導入に至らなかった主な理由を下記から選択してください。またその他に課題・問題点等がありましたら自由記入欄にわかりやすく記載してください。）
※該当するものに○を記入、複数回答可。
　（　） 導入メリットが明確にできなかった。
　（　） 導入費用・運用費用が高かった。
　（　） 経営者や、社内各部署への説得が出来なかった。
　（　） 検討期間が長くなり、社内の導入に対する温度が下がった。
　（　） 電子商取引導入よりも、別の事業の優先順位高かった。
・その他：（自由記入欄）
　
　
　

	３．技術者に求める支援内容

（求める支援内容を下記から選択してください。またその他に支援して欲しい内容がありましたら自由記入欄にわかりやすく記載してください。）
※該当するものに○を記入、複数回答可。
　（　） ＣＩ－ＮＥＴの基礎と最新情報。
　（　） 現状の取引業務フローの分析。
　（　） 電子商取引導入方式の検討。
　（　） 電子商取引の運用体験。
　（　） 導入費用と導入効果の測定方法。
　（　） その他ＣＩ－ＮＥＴに係わるメリット・問題点・将来性について。
・その他：（自由記入欄）
　
　
　

	４．電子商取引に期待する項目

（電子商取引に期待する項目を下記から選択してください。またその他に期待する内容がありましたら自由記入欄にわかりやすく記載してください。）
※該当するものに○を記入、複数回答可。
（　） 書類の送付や提出等の作業削減と配送時間の軽減。
（　） 伝票の書き写しの効率化や転記ミスの削減。
（　） 見積比較の可視化による公正取引の徹底。
（　） 合見積による優良取引先の獲得と商談や見積の機会の拡大。
（　） 注文請書への印紙の貼付けが不要。
（　） 電子契約データの施工管理台帳への利用。
（　） 管理部門での原価発生状況が早期に把握可能。
（　） 会計システムへの請求書情報の入力の手間の削減。
（　） 取引情報のデータ化による解析分析／企画分野への利用。
（　） 契約書類の電子保管による、保管スペースや保管料金の軽減。
（　） 取引の電子化による、手順の標準化と透明化・履歴保管による法令遵守。
（　） CI-NET標準に合わせた組織体制や業務プロセスの見直し。
（　） 印刷物や書類保管の削減により環境活動への貢献。
（　） CI-NET導入を足がかりとした社内IT化推進と社内ネットワーク整備と効率化。
・その他：（自由記入欄）
　
　
　

	５．今後の取組みや、導入目標・成果目標など
電子商取引に関する取組みについて、導入目標や成果目標などを具体的に記載してください。
　記載にあたっては、「社内検討開始時期」、「目標とする効果」、「システム化対応開始時期」、「電子商取引運用開始目標年月」、「電子商取引を行う目標取引先数」、「全取引書類数における目標電子化率（○○％）」等をあげて、わかりやすく記載してください。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
· 電子商取引の導入・運用開始の目標について
購買見積～注文　　（　）：平成　　年　　月 頃　・　（　）：時期未定
出来高報告～請求　（　）：平成　　年　　月 頃　・　（　）：時期未定
· 電子商取引導入後の目標について
購買見積～注文　　：平成　　年　　月までに
全契約件数のうち、電子化率　　　％を目標とする。
　　　　　　　　　　全取引社数　　　社中、　　　社を目標とする。
出来高報告～請求　：平成　　年　　月までに、
全契約件数のうち、電子化率　　　％を目標とする。
　　　　　　　　　　全取引社数　　　社中、　　　社を目標とする。



※ 本様式３の書類枚数は、１.～５.の合計で４～６枚程度とします。いずれも括弧内の注意書きに従うとともに、わかりやすく記載してください。
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